
【民法】

船
舶
衝
突
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の

起
算
点

債権
［判
決
の
ポ
イ
ン
ト
］

商
法
七
九
八
条

一
項
は
、
消
滅
時
効
の
期
間
に
つ
い
て
民
法

七
二
四
条
の
特
則
を
設
け
た
に
す
ぎ
な
い
。
船
舶
の
衝
突
に
よ

っ
て
生
じ
た
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
、
民
法
七
二
四

条
に
よ
り
、
被
害
者
が
損
害
及
び
加
害
者
を
知

っ
た
時
か
ら
進

行
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

［事
　
案
］

Ｘ
は
そ
の
所
有
す
る
漁
船
が
Ｙ
所
有
の
貨
物
船
に
衝
突
さ
れ

損
傷
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
不
法
行
為

に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
基
き
、
Ｙ
に
対
し
て
賠
償
を
求
め

た
。
Ｙ
は
商
法
第
七
九
八
条
第

一
項

・
民
法
第

一
六
六
条
第

一

項
の
消
滅
時
効
を
援
用
し
た
が
、
原
審
は
そ
の
主
張
を
排
斥
し

て
Ｘ
の
請
求
を

一
部
認
容
し
た
。
Ｙ
は
、
上
告
受
理
申
立

・
上

告
が
認
め
ら
れ
、
上
告
理
由
で
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
「
原

判
決
の
見
解
は
、
商
法
七
九
八
条

一
項
の
趣
旨
を
著
し
く
没
却

し
、
…
…
民
法
七
二
四
条
の
時
効
起
算
点
を
適
用
す
る
意
で
あ

る
の
な
ら
ば
、
そ
の
期
間
の
最
終
を
画
す
る
除
斥
期
間
を
も
設

定
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
民
法
七
二
四
条
の
除
斥
期
間

二
〇
年
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
は
、
消
滅
時
効
を
三
年
か

ら

一
年
に
短
縮
し
た
こ
と
と
権
衡
を
失
す
る
も
の
で
あ
る
。

…
…
通
常
、
船
舶
衝
突
事
故
が
発
生
す
る
と
、
…
…
海
上
保
安

部
が
現
場
に
急
行
し
、
…
…
衝
突
相
手
船
の
特
定
が
行
わ
れ

ヽ
…
…
海
難
審
判
理
事
所
も
事
故
原
因
の
調
査
に
乗
り
出
す
の
が

通
常
で
あ
る
。
…
…
被
害
者
は
、
…
・墓
請
求
の
相
手
方
の
特

定
、
当
該
請
求
の
証
拠
の
収
集
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る

…
…
七
九
八
条

一
項
が
、
相
手
方
の
不
安
定
な
法
的
地
位
を
早

期
に
確
定
す
る
た
め
消
滅
時
効
期
間
の
短
縮
を
し
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
れ
ば
、
原
判
決
の
被
害
者
保
護
の
価
値
判
断
は
、
同
条

項
の
短
期
消
滅
時
効
の
趣
旨
を
没
却
し
た
も
の
と
批
判
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

」

［判
　
」ニ

「
民
法
七
二
四
条
は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
法
律
関
係
が
、

未
知
の
当
事
者
間
に
、
予
期
し
な
い
事
情
に
基
づ
い
て
発
生
す

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
被
害
者
に
よ
る
損
害
賠
償

請
求
権
の
行
使
を
念
頭
に
置
い
て
、
債
権

一
般
に
つ
い
て
消
滅

時
効
の
起
算
点
を
規
定
す
る
同
法

一
六
六
条

一
項
の
特
則
を
設

け
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
七
二
四
条
が
、
消
滅
時
効
の
起
算
点

を

『
損
害
及
び
加
害
者
を
知

っ
た
時
』
と
規
定
し
た
の
は
、
不

法
行
為
の
被
害
者
が
損
害
及
び
加
害
者
を
現
実
に
認
識
し
て
い

な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
者
が
加
害
者
に
対
し
て
損

害
賠
償
請
求
に
及
ぶ
こ
と
を
期
待
し
得
な
い
間
に
消
滅
時
効
が

進
行
し
、
そ
の
請
求
権
が
消
滅
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
あ
る
と
解
さ
れ
る

（最
高
裁
平
成
八
年

（
オ
）
第
二
六

〇
七
号
同

一
四
年

一
月
二
九
日
第
二
小
法
廷
判
決

・
民
集
五
六

民
法
１３
‐
‐
債
権

最
高
裁
第
二
小
法
廷
平
成

一
七
年

一
一
月
二

一
日
判
決
―
―
上
告

棄
却（平

一
六
受

一
四
三
四
号
、
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

民
集
五
九
巻
九
号
二
五
五
八
頁
、
判
夕

一
一
九
九
号

一
八
三
頁

早
稲
田
大
）７
助
教
授
柴
崎
　
暁

巻

一
号
二

一
八
頁
参
照
）
。
船
舶
の
衝
突
に
よ

っ
て
損
害
を
被

っ
た
被
害
者
が
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す

る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
条
の
趣
旨
は
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま

る
。
／
商
法
七
九
八
条

一
項
は
、
船
舶
の
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ

た
債
権
は

一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る

と
規
定
し
て
い
る
が
、
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
つ
い
て
は
何
ら

規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
消
滅
時
効
の
期
間
に
つ
い
て
民
法

七
二
四
条
の
特
則
を
設
け
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
／
し
た
が
っ
て
、
船
舶
の
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
、
民
法
七
二
四
条
に
よ
り
、
被
害

者
が
損
害
及
び
加
害
者
を
知

っ
た
時
か
ら
進
行
す
る
も
の
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。

」
（
一
部
省
略
）

［先
例

・
学
説
］

其 お の 九 二 二 時
起 い 衝 号 三 四 で 衝
算 て 突 二 輯 民 あ 突
雅 は に 一 一 録 る 債
を

｀
関 頁 九 二 と 権

衝 は に と 四 録 ・ 突



突
に
因
り
生
じ
た
る
債
植
に
付
て
は
何
等
規
定
せ
ぎ
る
の
み
な

ら
ず
民
法
不
法
行
篤
に
因
り
生
じ
た
る
債
権
の
消
滅
時
数
に
関

す
る
第
七
百
二
十
四
条
に
於
て
も
明
か
に
時
数
期
間
の
起
算
粘

を
定
め
た
る
に
拘
は
ら
ず
等
し
く
不
法
行
馬
た
る
船
舶
衝
突
に

因
り
て
生
じ
た
る
債
植
に
付
て
は
特
に
時
数
期
間
を
定
め
な
が

ら
其
起
算
貼
を
定
め
ざ
り
し
粘
よ
り
観
れ
ば
船
舶
衝
突
に
因
る

債
権
の
消
滅
時
敷
は
衝
突
な
る
事
賃
登
生
の
時
を
以
て
時
数
期

間
の
起
算
黙
と
篤
す
べ
き
法
意
な
る
こ
と
は
豪
末
の
疑
を
存
ぜ

ず
」
「
右
の
如
く
解
す
る
と
き
は
被
害
者
に
於
て
未
だ
加
害
者

を
知
ら
ず
従
て
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
拘
は
ら
ず

空
し
く
時
数
期
間
を
経
過
す
る
が
如
き
事
態
を
生
じ
頗
る
不
條

理
な
る
結
果
に
陥
る
の
観
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
民
法
第
百
六
十

六
條
に
於
て

一
般
消
滅
時
数
の
起
算
黙
と
せ
る
権
利
を
行
使
し

得
る
時
と
は
権
利
行
使
に
法
律
上
の
障
凝
な
き
時
の
謂
に
し
て

権
利
者
の
加
害
者
不
知
の
如
き
事
賃
上
の
障
凝
な
き
時
を
指
稀

す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
此
黙
に
於
て
も
前
段
の
解
繹
を
左
右

す
る
の
理
由
と
篤
す
に
足
ら
ず
」
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
大
阪

地
判
大

一
〇

・
一
〇

。
一
二
小
町
谷
編

・
新
商
事
判
例
集
八
五

三
頁

合
石
波
書
店
、
一
九
七
二
年
〉
も
、
理
論
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
な
い
が
、
衝
突
に
よ
る
運
送
契
約
不
履
行
の
事
例
で
も
、

商
法
六
五

一
条

（当
時
）
を
適
用
し
て
時
効
起
算
点
は
衝
突
時

で
あ
る
と
し
て
い
る

（石
井
照
久

「判
例
に
現
れ
た
る
船
舶
の
衝

突
」
海
法
会
誌
三
二
号
一
五
三
頁

〈
一
九
二
七
年
０
。

学
説
と
し
て
は
、
朝
倉
外
茂
鉄
＝
柳
川
勝
二

『
海
商
法
』
三

九
四
頁

〈
日
本
法
律
学
校
、
一
九
〇

一
年
〉
は
、
知
時
を
起
算
点

と
す
れ
ば

「
争
議
底
止
ス
ル
所
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
し
、
他
方
、

毛
戸
勝
元

『
海
商
講
義
』

一
五
七
頁

〈大
日
本
新
法
典
講
習
会
、

一
九
〇

一
年
〉
は
、
共
同
海
損
と
比
較
し
て
衝
突
の
場
合
に
損

害
の
計
算
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
と
の
理
由
か

ら
、
そ
れ
雀
れ
衝
突
時
説
を
採
る
。
一田
中
誠
二

『
海
商
法
提
要

下
巻
』
四
三
七
頁

〈
一
九
一一六
年
、
有
斐
閣
〉
は
、
衝
突
時
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
と
し
、
「
被
害
者
が
其
の
衝
突
を
知
る

と
否
と
を
間
は
ず
又
被
害
者
が
加
害
者
の
何
人
な
る
を
知
る
と

否
と
を
間
は
な
い
」
と
す
る

（田
中
誠
二
『海
商
法
詳
ムＰ

五
二

五
頁

〈勁
一早
書
房
、
一
九
七
六
年
〉
も
同
じ３
。
松
本
蒸
治

『
海
商

法

〔
第
二
三
版
ど
　
一
九
七
頁

〈中
央
大
學
、　
一
九
一一九
年
〉
も
、

特
に
理
由
を
示
さ
ず

「
此
時
数
ノ
起
算
粘
力
衝
突
ノ
時
二
在
ル

ハ
勿
論
ナ
リ
」。
山
戸
嘉

一
『
船
舶
衝
突
論
』
二
九
〇
頁

〈有

斐
閣
、
一
九
二
一
年
〉
も
同
様
に
解
す
る
が
、
海
上
危
険
の
特
異

性
を
理
由
と
す
る
ほ
か
、
民
法
七
二
四
条
に
従

っ
て
起
算
点
を

考
え
る
と
、
「
消
滅
時
敷
ノ
起
算
黙

ハ
各
利
害
関
係
人
二
封
シ

一
様
ナ
ラ
サ
ル
ヨ
リ
賃
際
上
種
々
ノ
不
便
ヲ
生
シ
」
る
点
を
挙

げ
る
。
竹
井
廉
、
海
商
法
』
〔
新
法
学
全
集
第

一
六
巻
商
法
Ⅲ
〕

〈
日
本
評
論
社
、
一
九
一一一人
―

一
九
四
〇
年
〉
も
同
旨
。
石
井
照
久

『
海
商
法
』
〔
法
律
学
全
集
〕
三
四
〇
頁

〈有
斐
閣
、

一
九
六
四

年
〉
も
起
算
点
衝
突
時
説
を
採
る
。

こ
れ
に
対
し
、
吾
孫
子
勝
＝
矢
部
克
己

『
改
正
商
法
通
義
』

〈宝
文
館
、
一
九
一
一
年
〉
は
、
商
法
六
五

一
条
二
項

（当
時
）
の

共
同
海
損
に
つ
き
計
算
終
了
時
を
起
算
点
と
す
る
理
由
を

「
此

時

ヨ
リ
初
メ
テ
請
求
櫂

ヲ
行
ヒ
得

ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
と

し
、
民
法

一
六
六
条
を
注
記
す
る
。
明
言
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
衝
突
に
関
し
て
も
民
法

一
六
六
条
に
従

っ
て
起
算
点
を
定

め
る
も
の
と
す
る
趣
旨
か
。
ま
た
、
島
田
国
丸

『
船
舶
衝
突

論
』
二

一
二
頁

〈巌
松
堂
、　
一
九
一一五
年
〉
は
、
民
法
七
二
四
条

を
適
用
し
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
直
ち
に
衝
突
時
で
あ
る

と
す
る
の
で
は
な
く
、
民
法

一
六
六
条
に
従
う
も
の
と
解
し
た

上
で
、
民
法

一
六
六
条
の

「
権
利

ヲ
行
使

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル

時
」
と
は
権
利
行
使
の
法
的
客
観
的
条
件
が
具
備
さ
れ
た
こ
と

を
い
う
か
ら
衝
突
時
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

（さ
ら
に

は
、
立
法
論
と
し
て
は
船
舶
衝
突
債
権
も
、
被
害
者
が
加
害
者

お
よ
び
損
害
を
知
り
た
る
と
き
を
以

っ
て
起
算
点
と
す
べ
き
で

あ
る
と
の
提
言
ま
で
行

っ
て
い
る
）
。
同
様
の
説
明
は
、
小
町

［評
　
払巴

一　
０
　
商
法
七
九
八
条
の
短
期
時
効
の
存
在
理
由
は

「
海

上
危
険
の
特
異
性
」
、
即
ち
、
同
船
に
再
度
衝
突
が
あ

っ
た
場

合
に
、
先
の
衝
突
に
よ
る
損
害
を
後
の
衝
突
に
よ
る
損
害
と
し

て
賠
償
請
求
さ
れ
る
虞
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る

（小
町

谷
＝
窪
田
上
則
掲
書
一一五
五
頁
等
）。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
直

ち
に
起
算
点
を
衝
突
時
と
す
る
こ
と
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
３４

（３
日

〈
上
こ



②
　
衝
突
時
説
は
、
国
際
条
約
に
よ
る
法
統

一
の
動
向
に
沿

っ
た
理
解
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
る
。
小
町
谷

。
前
掲

『
船
舶

衝
突
法
論
』
二
四
九
頁
は
、　
一
九

一
〇
年
九
月
二
三
日

「
衝
突

に
つ
い
て
の
若
干
の
規
定
の
統

一
に
関
す
る
条
約
」
（ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
条
約
―
日
本
は
一
九
一
三

（大
正
三
）
年
批
准
、
翌
三
年
公
布

・

施
行
）
に
言
及
す
る
。
条
約
は
、
衝
突
被
害
者
の
損
害
賠
償
請

求
権
が

「
事
故
あ
り
た
る
日
よ
り

（ツ
罵
【計

鮎
①
厭
く
野
？

８
８
”）
二
年
を
以
っ
て
時
敷
に
罹
る
」
（条
約
七
条

一
項
）
と
す

る
。
論
者
は
、
条
約
に
よ
る
法
統

一
の
意
義
を
重
視
し
、
日
本

商
法
の
規
定
と
、
条
約
と
が
併
存
す
る
事
態
を
論
難
し

「
政
策

的
に
い
つ
て
も
、
雨
者
の
解
料
を
合
致
せ
し
め
る
や
う
に
、
努

力
す
る
の
が
妥
営
で
あ
る
」
（同
書
二
三
頁
、
毛
戸
勝
元

「船
舶

ノ
衝
突
二
開
ス
ル
條
約
法
卜
我
商
法
」
法
曹
記
事
二
七
巻
五
号

一
頁

全

九
一
七
年
〉
も
、
商
法
を
修
正
し
て
条
約
と

一
致
さ
せ
る
こ

と
が

「
好
都
合
し

と
す
る
も
の
の
、
商
法
解
釈
と
し
て
条
約

を
参
酌
せ
よ
と
は
い
っ
て
し、
な
い
。

③
　
条
約
は
水
域
の
如
何
を
問
わ
ず

（条
約

一
条
）、
軍
用

船

・
公
役
務
専
用
国
有
船
以
外
の

（条
約

一
一
条
）、
内
水
船
と

航
海
船

ｏ
航
海
船
相
互
の
衝
突
に
適
用
さ
れ
、
全
衝
突
当
事
船

舶
が
締
約
国
船
籍
を
有
す
る
場
合
お
よ
び
本
国
法
の
定
め
る
場

合
に
、
全
当
事
者
に
適
用
さ
れ
る

（条
約
一
二
条

一
項
）。
非
締

約
国
に
属
す
る
当
事
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
本
条
約
の
規
定

の
適
用
は
、
各
締
約
国
の
定
め
に
よ
っ
て
相
互
性
の
条
件
に
従

う
も
の
と
し
、
全
当
事
者
が
法
廷
地
に
属
す
る
と
き
は
、
本
国

法
を
適
用
す
る

（条
約

一
二
条
一吾
じ
。
本
件
は
、
Ｘ
が
日
本
の

漁
船
の
所
有
者
で
あ
り
、
Ｙ
が
リ
ベ
リ
ア
船
籍
の
貨
物
船
で
あ

り
、
リ
ベ
リ
ア
が
非
締
約
国
で
あ
り
、
日
本
法
に
特
段
の
定
め

も
な
い
た
め
、
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
例
で
あ

る
。
ひ
と
た
び
条
約
で
は
な
く
商
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
判

断
さ
れ
た
以
上
、
条
約
の
主
義
が
ど
れ
ほ
ど
望
ま
し
い
も
の
で

あ
れ
、
問
題
は
日
本
法
の
解
釈
論
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ

ＺＯ
。０

　
山
戸

・
前
掲
書
二
九
〇
頁
は
民
法
七
二
四
条
適
用
説
を

批
判
し
て

「
起
算
粘
ハ
各
利
害
関
係
人
二
封
シ
一
様
ナ
ラ
サ
ル

ョ
リ
費
際
上
種
々
ノ
不
便
」
を
生
じ
る
と
す
る
が
、
必
ず
個
々

の
被
害
者
の
具
体
的
な
事
実
に
対
す
る
認
識
の
可
能
性
の
差
異

が
原
因
と
な
っ
て
起
算
点
が
不
合
理
に
不
統

一
と
な
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
現
実
的
認
識
時
説
に
よ
る
と
き
に
は
そ
の
危

惧
は
正
当
か
も
し
れ
な
い
が
、
規
範
的
認
識
時
説

（松
本
克
美

「民
法
七
二
四
条
前
段
の
時
効
起
算
点
」
立
命
二
八
六
号
二
四
三
頁
以

下

全
一〇
〇
三
年
と

に
依
れ
ば
、
問
題
と
な
る
不
法
行
為
の
類

型
毎
に
、
起
算
点
は
客
観
的
画

一
的
に
確
定
し
得
る
。

一
一　
０
　
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
の
民
法
七
二
四
条
適
用
説

に
も
左
祖
し
か
ね
る
。
商
法
七
九
八
条
適
用
の
関
係
を
整
理
す

る
上
で
、
同
条
の
定
め
る
消
滅
時
効
の
時
効
法
体
系
上
の
地

位
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
民
法
七
二
四
条
前
段
の
特
別
法
で
あ

る
の
か
、
同
条
後
段
の
特
別
法
で
あ
る
の
か
を
論
じ
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う

（中
舎
寛
樹

・
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
二
九
号
八
頁

〈
二
〇
〇
六

年
〉
は
本
件
に
言
及
し
、
「
海
商
法
上
の
時
効
に
民
法
の
特
則

と
し
て
の
意
義
を
ど
の
程
度
認
め
る
か
」
の
問
題
で
あ
る
と
整

理
す
る
）
。
商
法
七
九
八
条
は
、
し
ば
し
ば

「
不
法
行
篤
債
櫂

ニ
ハ
三
年
ノ
短
期
時
数
ヲ
認
メ
タ
ル
ナ
リ
然
ル
ニ
衝
突
ノ
場
合

ニ
ハ
三
年
ノ
時
数
モ
長
キ
ニ
失
ス
ト
シ
テ

一
年
ノ
時
敷
ヲ
設
ケ

タ
ル
ナ
リ
」
（松
波
仁
一
郎

「船
舶
衝
突
ノ
身
鎧
損
害
債
櫂
ノ
消
滅
時

数
ヲ
論
ス
」
法
協
三
七
巻
七
号
三
〇
頁

〈
一
九
一
九
年
と

等
と
説
か

れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
商
法
七
九
八
条
は

「
時
効
」
の
規
定
で

あ
っ
て
除
斥
期
間
の
規
定
で
な
い
か
ら
民
法
七
二
四
条
前
段
の

三
年
時
効
の
、
専
ら
期
間
に
関
す
る
特
別
法
で
あ
る
に
と
ど
ま

り
、
上
告
理
由
が
非
難
す
る
よ
う
に
、
後
段
は
そ
の
ま
ま
適
用

さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。

他
方
、
後
段
の
み
の
特
別
法
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
無
意
味

民
法
１３
‐
‐
債
権

か
つ
困
難
で
あ
ろ
う
。

０
　
し
か
し
、
二
〇
年
の
期
間
の
ほ
う
も
本
質
は
時
効
で
あ

る
と
の
近
時
復
活
し
た
学
説

（松
久
一一一四
彦

「不
法
行
為
損
害
賠

償
請
求
権
の
長
期
消
滅
規
定
と
除
斥
期
間
」
椿
寿
夫
＝
三
林
宏
編

『
権

利
消
滅
期
間
の
研
究
』
二
四
三
頁

〈信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
と

か
ら

み
れ
ば
、
む
し
ろ
、
商
法
七
九
八
条
は
、
民
法
七
二
四
条
の
前

段
後
段
双
方
に
と

っ
て
特
別
法
で
あ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か

も
、
衝
突
と
は
必
ず
し
も
不
法
行
為
責
任
の
み
を
生
じ
る
と
は

限
ら
ず
、
債
務
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
履
行
不
能
に

よ
る
債
務
不
履
行
責
任
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
問
題
を

一
律

に
民
法
七
二
四
条
と
の
み
結
び

つ
け
て
論
じ
得
る
も
の
で
は
な

い
。
以
上
か
ら
、
商
法
七
九
八
条
の
起
算
点
は
、
結
局
、
民
法

一
六
六
条
に
依
ら
ぎ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

〓
一　
０
　
で
は
民
法

一
六
六
条
に
よ
る
と
き
に
、
権
利
を
行

使
し
得
る
時
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
。
民

法

一
六
六
条
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
権
利
行
使
に
つ

い
て
の
単
な
る
事
実
上
の
障
害
は
、
消
滅
時
効
の
進
行
を
止
め

る
も
の
で
な
い

（大
判
昭

一
二
・
九

・
一
七
民
集

一
四
二
五
頁
）
と

解
さ
れ
る

（幾
代
通

『
民
法
総
則

〔第
二
版
Ｆ

五
〇
四
頁

〈青
林
書

院
、
一
九
八
四
年
と
。
と
こ
ろ
が
、
近
時
の
判
例
は
、
事
実
上
の

障
害
も
あ
る
程
度
考
慮
し
て
い
る
と
い
う

曾
取
判
昭
四
五
・
七

・

一
五
民
集
二
四
巻
七
号
七
七

一
頁
、
東
京
高
判
平

一
二
・
一
・
三
〇
判

時

一
七
一
四
号

一
四
三
頁
、
最
判
平

一
三
・
一
一
・
三
七
判
時

一
七
六

九
号

一
二
頁
、
最
判
平

一
六
・
四
・
三
七
判
夕
一
一
五
二
号

一
二
〇
頁

な
ど
、
平
野
裕
之

『
民
法
総
則

〔第
二
版
ど

五
五
三
―
五
五
七
頁

〈
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
〉
参
照
）。

０
　
被
害
者
が
損
害
の
発
生
に
つ
き
何
ら
解
怠
な
く
不
知
の

ま
ま
進
行
す
る
時
効
と
は
、
呆
し
て
正
当
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
民
法
起
草
委
員
梅
謙
次
郎
は
時
効
制
度
を
倫
理
的
な
制
度

と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
か
ら

（内
池
慶
四
郎

『
消
滅
時
効
法
の

歴
史
と
課
題
』

一
九
四
頁

〈成
文
堂
、　
一
九
九
二
年
と
、
こ
の
論
理



に
よ
れ
ば
民
法
七
二
四
条
後
段
や
商
法
七
九
八
条
の
絶
対
的
衝

突
時
説
な
ど
に
見
ら
れ
る

「
解
怠
」
「
帰
責
性
」
の
な
い
権
利

喪
失
は
制
度
の
趣
旨
に
矛
盾
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
民
法

一
六

六
条
に
よ
る
こ
と
を

一
旦
認
め
つ
つ
も
、
債
権
者
の
責
に
帰
す

べ
か
ら
ぎ
る
非
法
律
的
な
権
利
行
使
の
障
害
を
も
考
慮
に
入
れ

る
、
と
の
立
場
を
是
と
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
解
決
に
道
を
開

く
解
釈
が
、
明
治
二
六
年
商
法
施
行
当
時
既
に
主
張
さ
れ
て
い

た
。
以
下
紹
介
す
る
。

０
　
商
法
七
九
八
条

（昭
和

一
三
年
改
正
以
前
の
商
法
六
五

一

条
）
は
、
明
治
二
三
年
制
定

・
明
治
二
六
年
施
行
の
い
わ
ゆ
る

ロ
エ
ス
レ
ル
商
法
の
第
九
七
六
条

（「
船
舶
債
権
者
ノ
債
権
及

ヒ
冒
険
貸
借
、
海
損
競
二
救
助
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
債
権
ハ
船

舶
所
有
者
、
船
長
又
ハ
海
員
ノ

一
身

二
封
ス
ル
請
求
植
ナ
ル
ト

キ
ト
雖
モ
之
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
日
ヨ
リ
起
算
シ
一
今
年

ヲ
以
テ
時
数

二
罹
ル
／
②
委
棄
二
付
テ
ノ
訴
権
ハ
第
九
百
六
十

九
條

二
掲
ケ
タ
ル
申
込
期
間
後

一
今
月
ノ
満
了

ヲ
以
テ
消
滅

ス
」）
を
、
実
質
を
変
更
せ
ず
に
引
き
継
い
だ
規
定
で
あ
る

（商
法
修
正
案
理
由
一
八
五
頁

〈博
文
館
、　
一
八
九
八
年
〉
は
、
新
商

法
六
五

一
条
を
指
し
て
こ
の
点
は

「
既
成
商
法
第
九
百
七
十
六

條

二
採
リ
タ
ル
ナ
リ
」
と
説
く
。
な
お
法
文
は
坪
谷
善
四
郎

〔伊
藤
悌
治
閲
〕
『
日
本
商
法
註
釈
　
下
巻
』
五
二
九
頁

〈博
文
館
、　
一

八
九
〇
年
〉
な
ど
参
昭
じ
。
法
文
の
表
現
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
こ
で
の
起
算
点
は

「
之
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
日
」
で
あ

り
、
民
法

一
六
六
条
と
調
和
す
る
。
衝
突
の
文
字
は
な
い
が
、

衝
突
債
権
に
も
適
用
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

０
　
こ
の
明
治
二
六
年
商
法
九
七
六
条
に
つ
い
て
、
当
時
の

注
釈
書

（磯
部
四
郎

『商
法

〔明
治
二
三
年
〕
釈
義
　
第
二
編
七

章
・
第
二
編
他
』
〔
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻

一
七
〕
三
六
七
九
頁
以

下

〈信
山
社
、
一
九
九
六
年
〉
は
、
里
謂
求
檀

ヲ
主
張

ス
ル
コ
ト

ヲ
得

ヘ
キ
日
ヨ
リ
起
算
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
決
定
シ
タ
ル
ハ
須
ラ
ク

注
ロ
ヲ
要

ス
ヘ
キ
ノ
貼
ナ
リ
…
・墓
鵡
求
櫂
ノ
主
張

ハ
事
賃
ノ
生

シ
タ
ル
ト
キ
直
チ
ニ
馬
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ノ
Ｅ
別
ア
ル
ヲ
以
テ

此
Ｅ
別

ヲ
認
定

ス
ル
コ
ト
亦
甚
夕
肝
要
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
（磯

部
上
量
ハ
八
一一―
一二
ハ
全
二
頁
）
と
し
、
「
冒
険
貸
借
、
海
損
及
ヒ

救
助
二
係
ル
債
櫂
ノ
請
求
権
並
二
運
送
契
約
ヨ
リ
生
ス
ル
請
求

櫂
ハ
船
舶
力
其
到
達
港

二
到
着
シ
積
荷
ヲ
引
渡
シ
タ
ル
後
二
於

テ
始
メ
テ
主
張
ス
ヘ
ク
又
損
害
上
ノ
請
求
櫂
ハ
損
害
ノ
通
知
ヲ

篤
シ
タ
ル
後
…
Ｉ

二
主
張

ス
ヘ
キ
カ
如
キ
即
チ
是

レ
ナ
リ
」

「
此
原
則
ヨ
リ
推
論

ス
ル
ト
キ
ハ
船
舶
ノ
衝
突

ヨ
リ
起
リ
タ
ル

損
害
賠
償
ノ
請
求
植

二
係
ル
時
敷
ノ
起
算
ハ
衝
突
シ
タ
ル
時
ニ

始
マ
ラ
ス
シ
テ
其
通
知
ヲ
得
タ
ル
日
又
ハ
乗
組
員
ノ
救
助
セ
ラ

レ
テ
上
陸
シ
タ
ル
日
ヨ
リ
起
算
ス
ヘ
キ
ハ
疑
ヒ
ヲ
容
レ
サ
ル
ヘ

シ
」
（磯
部
・
一量
ハ
八
三
貝
）
と
し
て
い
る
。

⑤
　
同
様
に
、
長
谷
川
喬

『商
法
正
義
　
第
六
巻
』
〔
日
本
立
法

資
料
全
集
別
巻
五
二
〕
四
八
四
頁

〈信
山
社
、　
一
九
九
二
年

〔原
著

一

八
九
一一一年
）

は
、
本
条
に
よ
っ
て
短
期
消
滅
時
効
を
定
め
た
理

由
は
、
「
航
海
事
業

二
付
テ
ハ
…
…
第
ニ
ノ
航
海

ヲ
始
ム
ル
前

二
…
…
第

一
ノ
航
海

二
係
ル
関
係

ヲ
終
結

ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ

往
々
不
便
ヲ
生
ス
ル
…
…
航
海
中
…
…
新
二
負
債
ヲ
起
ス
ノ
己

ム
可
ラ
サ
ル
場
合
ア
ル
ニ
営
り
若
シ
既
往
二
属
ス
ル
要
求
櫂
ノ

付
着
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
馬
メ
ニ
其
負
債
ヲ
起

コ
ス
コ
ト
能
ハ
サ
ル

ノ
困
難
ヲ
免
レ
サ
ル
類
ノ
如
シ
」
で
あ
る
と
説
明
し
た
上
で
、

時
効
の
起
算
点
で
あ
る

「
之
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
日
」
の

解
釈
と
し
て
は
、
「
其
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ト
否
ト
ハ
右
ノ

如
ク
軍
二
法
理
上
ノ
解
繹

二
止
マ
ラ
ス
賃
際
上
呆
シ
テ
主
張
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ
否
ヤ
ニ
付
テ
モ
亦
之
ヲ
顧
慮
セ
サ
ル
ヲ
得
サ

ル
可
シ
例
ヘ
ハ
船
長
又
ハ
海
員

二
係
ル
債
権
ハ
船
舶
ノ
投
錨
シ

タ
ル
日
二
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
及
ヒ
被
害
者

力
其
被
害
ノ
事
賃
即
チ
賠
償
請
求
櫂
ノ
生
シ
タ
ル
事
賃
ヲ
直
チ

ニ
知
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
之
フ
知
リ
タ
ル
日
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
主

張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
カ
如
…
…
キ
モ
亦
之
ヲ
適
用
セ
サ
ル
ヲ

得
サ
ル
可
キ
ナ
リ
」
（四
八
六
頁
）
と
説
く
。
長
谷
川
は
、
海
上

危
険
の
特
異
性
を
認
識
し
た
上
で
な
お
実
際
上
権
利
を
行
使
し

う
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
磯
部
の
い
う

「
乗
組
員
ノ
救
助
セ
ラ

レ
テ
上
陸
シ
タ
ル
日
」
長
谷
川
の
い
う

「
船
舶
ノ
投
錨
シ
タ
ル

日
」
「
賠
償
請
求
櫂
ノ
生
シ
タ
ル
事
賃
ヲ
知
リ
タ
ル
日
」
い
ず

れ
も
、
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
発
生
日
で
は
な
い
。
当
時
施
行

延
期
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
明
治
二
三
年
民
法
証
拠
編
第

一

五
〇
条
は
債
権

一
般
の
時
効
の
起
算
点
と
し
て

「
権
利
ヲ
行
フ

コ
ト
ヲ
得

ヘ
キ
時

ヨ
リ
」
と
定
め
て
い
た
。
し
か
も
、
同
条

は
、
再
開
修
正
民
法
草
案
第

一
九
八
七
条

「
訴

フ
ル
ノ
権
利
ヲ

有

ン
タ
ル
ト
キ
ヨ
リ
」
を
改
め
た

（新
井
敦
志

「債
権
／
財
産

権
」
椿
上
一一林

・
前
掲
書
五
五
八
頁
）
も
の
で
、
単
純
に
権
利
が

発
生
し
た
時
点
に
限
る
と
の
趣
旨
が
修
正
に
よ
っ
て
よ
り
希
薄

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

四
　
以
上
の
検
討
か
ら
法
条
の
適
用
関
係
と
し
て
は
民
法

一

六
六
条
に
よ
っ
て
起
算
点
を
決
す
る
と
い
う
多
数
説
に
賛
成
す

る
が
、
衝
突
債
権
の
起
算
点
は
、
衝
突
と
い
う
事
柄
の
特
異
性

に
鑑
み
、
少
な
く
ど
も
衝
突
に
典
型
的
な
事
実
上
の
権
利
行
使

の
障
害
が
止
む
べ
き
時
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
加
害
船

舶
の
特
定
に

一
定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
が
経
験
則
上
明
ら
か

で
あ
る
な
ら
ば
、
被
害
者
に
お
い
て
損
害
発
生
の
事
実
お
よ
び

加
害
者
を
合
理
的
な
人
で
あ
れ
ば
知
り
得
べ
き
で
あ

っ
た
期
間

ま
で
は
、
時
効
は
進
行
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
期
間
は
海
難

実
務
の
経
験
則
に
依
存
し
つ
つ
も
客
観
的
に
定
ま
り
得
る

（前

記
横
浜
地
判
平
七
・
五
上
一四
は
人
身
損
害
に
つ
い
て
で
は
あ
る

が
高
等
海
難
審
判
所
の
裁
決
言
渡
日
の
翌
日
と
し
て
お
り
、
ひ

と
つ
の
参
考
と
な
ろ
ぅ
）
。
海
上
危
険
の
特
異
性
か
ら
の
海
上

企
業
経
営
の
保
護
も
考
慮
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

一
年
と

い
う
短
期
時
効
を
規
定
す
る
こ
と
で
配
慮
済
み
で
あ
り
、
そ
れ

以
上
に
、
時
効
制
度
の
倫
理
性
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
被
害
者
に

失
権
の
受
忍
を
強
い
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

（し
ば
ざ
き

・
さ
と
る
）

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
３４

（８
日

〈
上
し


